
公開講演会要旨

大仏背後の山 平安Ill代に築かれ， ：IF：源によって倣去された 大仏背後のl11は， 従来， t，�

二丈市｜川丈の小l11とfげされていたが，その築地WIに行なわれた論6（�を記録した天長4 iF. (827) 

の太政
＇
！＇..－）日；の解説を百：すことによって， 築かれたのは小l Ifではなくて， もっと｜｜｜であったこ

とが判明する。かつ， 論争に参加lした人々は行人， WIW＼， 伐材；j古－に分制されるが， 各人の地

位や川長I�考えてゆけば， '.l,t；見の対ft：の般市！がJ;Jlわれる。ことに投術者については，j告寺ITJ

以後にわかに主主j刊された三山c��！i縦と，j告京大手｛：司ゆかりの木工寮との対決として把侭ーするこ

とが可能である。

架かれた山の具体的な姿は，「東大寺造立（Jli詫記等J， 徹去Illの記録をもとにして山さは6

丈，｝J_�さはおそらく12丈とtfu定される。それを図と校型であらわすと ，頂上は大仏の扇に及ん

で，！？司聞は大仏を三方から回1む程の大きさとなるo M輩J主も半分以と土中に入っていたこと

になる。現在遊撃肢の後半分がかなりよく保存されているのは， このためではあるまいか。

11 lは大仏の磁波を防止する策であったが， 必す
F

しも有効な乎l立ではなかったと忠われる。

なぜならば，汗衡2年（855）に大仏の顕が務下するという ー）；：（＇！；が起るが ， それは111によってあ

まりに瓶休部が国体された結果ではないかと考えられるからである。大仏背後の111は， 文化

財保護事業の先縦ともいうべきであり， 今11の枚々に多くのことを教えている。 （伊藤征リD

七大寺巡礼私記と＋五大寺日記 20ページ参！！日。 、‘，J捻－
 

r，‘、

南都の高僧｛象について 鎌倉II引にの前 一郎のi河川田l像は， 別｜僚に， 当i日＇i'代における新・旧両

回風の種々の級相を示すものとして， 南部絵画！との上からも， またわが国の肖像画史の而か

らみても， 注目される。l町民 とくに法相・三論数字：の初u:m画像においては， 禁良・平安H寺

代以来の鉄総j"//jによる， 色淵の切かるい画風を示す作例が多し、。新派， とくに伴教学の組師

四夙および若干の2荘厳数学のtIL師画像においては， 5iミ回のf;��！平を受け， 高知｜なmi線によって

写貌し， 色感の冷たい画風を示すf'F例がすくなくなし、。鎌倉ll·!j，代の南部川的像の展開は， 南

部教学の復興運動や])l(;W1U輿の迎助と街般に関係しているが， この際， 戒w復興が杭駆的に

新しい宋代文化を受容し， たとえば四分律資持家の学説を受容したのもその一端であるが，

t1l伺i回の而でも謹創IIな写実を恨底とした宋のtll削i回の影平等を， 直接的に受けたのに対し， 法

相もしくは三論の数学復興は， もっぱら伝統復古の而がつよかった点に， その新旧の差異が

あらわれたとみられる。

しかし， この新・｜日両派の折衷は， 立外に宇いll!j,・WIにおこなわれたようである。文永4 '.'j:. 

(1267）主主村�iIの唐招提寺行法像は， 奈良絵仏師の旧派とHf；定される画派の絵師 による， 宋

風間の受5容がみられる。以後， Tt1北ilVJll�i'代以後の南部日伯（象は， 説本的にこの折衷された阿

風の縦方えをr1
－
，心とし， 南部では,!frらしい回風の展開はみられなくなる。 （平Ill 1'D
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十一面観音の信仰について 7・81止紀の仏教信仰のなかで ，観音信仰の占める部分は1読め

て大きし、。聖観音はWくおくとしても十一而，不空知索，千手など変化の観背に対する信仰が
立外にさかんであったことは， 文献，J印象の河而からいえる。これら三制背はこのJl」j：代の雑

1'f.'教的信仰を示すものであるが ， これらを受得した京地が行寺ではなく，むしろ能強盗，使協
実行行ーなどず1J'rの仏教者ーであった ..：.�が注目される。このことは， 6 11!：紀以来状回の仏教受谷

のー態絡を示すものとして l長めて興味深し、。Hilち仏教渡米以jjijのl児1M(11�な信仰を， 仏教信仰

とすりかえる｜探当然想像される現世利説的思報を主とする庶民の受容の態容といえる。十一

而観背像は 7 ・ 8 世紀のj印象として，耳凶二法｜怪奇金堂壁画，法隆寺[Wk創刊，，川仏，｝｝JI判 l II川土命制

仏，聖林苛·（象などがま礼lられている。長谷寺本時も，現在の像は天文7(.r c1s3s） の再興ではあ

るが， 当初の阪は811!：紀初頭のj告｛象であり， 更に二月並木時はいまその墜を競いえないが，
天平！併宝 4 ij三（752）ゴミ忠手I]尚によってj告閉されたものであるという。 二月立は史忠和尚の
私寺として十一而慨悔のためにたてたものであるが，"i!1来から若狭のノkが二月立の｜似f1JJ1；）！ ：に
;mじているといわれている。両おの1.;g係は ， ；19.放八(1/f判lのi鉱水の伝説以外にli'(1；たる；；；�をIHIか

ないが ，古代以来1111止までの近畿地ブjの十一而制ff （＇象 j出張地点（国宝，'if（�文化H｛に指定されて
いるものに限った）を地図上におとすと， 大手れから叩 1

＇（，湖京，r/11北を続て若狭に至るル ー トが
II＇， ＊る。有名な湖北の波j恭子l：十一而観'l'ff象もこのル ー トの上にのるものである。 この／レー ト
が大和から若狭へ進んだものか， その逆かは川胞であるが， 少くとも若狭－と二月設と怯ー1··­

而信仰において紡ばれていたことが了解される。なおこれは今後の研究に作つべきで あ る

が， r.t・峰子l二：役立の『｜－ー而観背像の低回が金主の東北l『J�に｛立i位する こ とである。東北は王l；武に
当り， いわば鬼門で・ある。二月堂も京大手r: 0.1111�：zにとっては東北方に当る。このことは古代に
おける十一而信仰の内容を示唆して興味深L、。更に平城7J；の東北方に法F.(f=;'j":があり， JJl花の
d氏名なイーー而観音＇i'f象l士宮の日1w1よりJl!j：代がl経るが， 藤原7§；の東北にも法花守という村指名が
残っている。 これらをつ；めてさらに古代の十一而信仰について訓読研究をつづけて いきた
L、と考えている。 （松下降京）

薬師寺講堂三尊像の原所在についての検討 薬師寺講堂三時像がL、つ， どこから現；il\:lil,；へ移
入されたかについては従来明徴を欠き， 漠然と現誠笠が再建された幕末安l改3 if. (1856）の

知 l阿 茶r自，，守1・7悩5時｛象

入仏供養の頃が考えられていた。したがって

現誹註移入前前の所在も， 「薬師寺古記録抜

主主J （守託、応部tn 4 l9flll7.）守rの｜浪られた記録に

よって， 11\WHI分に同Jl!j:flfj院予］，初当2が-tfUJ!ilされ

ているにすぎなかった。 また同じ「ti記鋭敏

慈」は四院予＇］，肋立以前の所不Eを八条村薬師’ ：；；；

とし， さらに原所布を本薬師寺と伝えている

ため， この三行：の原所花をめぐって本来n,li Y 

;;J,:·！�：.tltとMl提寺本切説とが1よじていた。
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この排出では， 従＊の同説ともその依るべき文献が必ずしも信恐jlj:の日L、ものではなく，

L、ずれもなお十分な説得力に欠けることを指摘し， さらに最近硲認された薬（：11i寺近｜止記録，

円；口組によって， 安永9 :.1::. (1780） における内院弥粉症からの講堂跡移入をはじめ， 天19] 3 

年（1783）， 文政2年(1819）の修］！｜！などと ， その後のわ11�－をIりjらかにした0 ;tた， 新しくft{fi

認された1011�：や移入の続titから， 従米の舟｛所干E;[llは｜ ’

l紙に却して再検討されるべきことを桁

附， さらに〈役立三時の江戸ll!j，代以来の西の京新約説が， 近111：における現；，W ·i；；；三1;7
：

ーの.1,W立人イム

と講堂干r:j::ffiのτJHi'iからi｝長jょしたものであることにもふれて， 講叩：三 ·�1：の講当；；砂入をめぐる経

t!,1や薬nm寺論争におけるな誌についても検討した。 （：長谷川 誠）

密教の鎖壇具 平安!Iii'代には密教が感んになり， それとともにj也釦・i!°U＇.＇）の儀 a� も術教

の教義にもとづいて行われている。天台系の IM控糾抄J. 「 l"J来日己」， J＇！；�
－系の「jJQ巻J . 

「'.i,H411－室長、」などにはこのJ主体例が多く記されている。 また， 寺院の修Jlj［工J.J；ミfーによっても，

その実例が10ヶ所ほど発見されている。ひと口に街教による航州共とは言っても， そのJll[納

法や発見された泣物には場合によってし、ろいろならがし、がJl受けられるが ， ヲミ台系と克己系

によって二大別することができる。

この二宗派による）＇I!納il二は， 概ね次のようである。 たとえば天台宗の場介， ヨJ i\ 4 {j'. (10 

56) 2刀15 nから行なわれた一条院のfJt1＼のll!j,には ，予め」�Iiられた火の｝i(vこ1枚の紙を炊き，

その上に輪宝を泣く。そして輪宝のrj I心に械を虫て ， 鎚で械のliJ'（を1080返」 － Jら1111く。次に五．

37.・五－�あるいは倣供与を入れてJ�Hめる。3’E吉宗では ， jミ治2 ＂＂・（1105) 10)1に行わ，hた紙1:;;j

忽II訟の供養の際には，イムJ-'i'iの下のけl火・に11.'=iて ・ 71：香・11；来・五殺などを納めたJffiを7，：色の糸

でからげて月llめ， 械の鋒て－三品＇i愉宝の，1，央を1ll、て1；；；の八 ）jのJ(liの下にJ!Jlめている。械をJll[

めるll!j，には， 鎚で打たずに穴在深く1,.1！ってJil[

めるものとさ；れている。

発抑調子王などによって発見された尖例を見

てもこれらによく介致するものが多L、。 天台

系のものとしては仁和寺・和歌山抜から， 点

言系のものとしては石山寺多宝培・Vl! r,高-':11＇ 大
"r. 3 

御部；・金匹ijlj当ヰ号J＇家｝. .Ji御霊毘などの；o.·.mによっ

て発見されている。 これらは， いずれ も そ

れぞれの教義にもとづいてJ�I！納されたもので

ある。 W21辺 !Jllff,i守I'大御l註鋲ltiJUU土：lktl.巨

註 1 a・（lfUU土金1::Ji!)；で発見されたが， 金1::;,:t；，永 4 '-I三（111ヨ）鋭欠の後，i米延元年干IH�llli'にJil＇納され
たものと考えられている． 仁和寺l土真言宗1JU宗派であるが， このll!i'の｛久子加工II＼の天台座主！心不｝
が滋仰を勤めている。

2 t必.n�. ，，教m雲H会『図�i'i: :ri111,;'j，多ヨZ土目；：修恐rn.l!n』（196111'.3!1 〉
3 9Q ll,i�＇j，『＇!Jlf品iご.＇ff!-t!i'.ら：1ミl,lil'l
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